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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第３区分
【発行日】平成27年10月15日(2015.10.15)

【公開番号】特開2015-21676(P2015-21676A)
【公開日】平成27年2月2日(2015.2.2)
【年通号数】公開・登録公報2015-007
【出願番号】特願2013-151090(P2013-151090)
【国際特許分類】
   Ｆ２４Ｆ   1/00     (2011.01)
   Ｆ２５Ｂ  39/04     (2006.01)
   Ｆ２５Ｂ   1/00     (2006.01)
   Ｆ２４Ｆ   1/16     (2011.01)
   Ｆ２８Ｄ   1/047    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２４Ｆ    1/00     ３９１Ｃ
   Ｆ２５Ｂ   39/04     　　　Ｚ
   Ｆ２５Ｂ    1/00     ３９６Ａ
   Ｆ２４Ｆ    1/00     ３９１Ｚ
   Ｆ２４Ｆ    1/16     　　　　
   Ｆ２８Ｄ    1/047    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成27年8月26日(2015.8.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　室内熱交換器には、フィン同士の間以外から空気が通過しないように、フィン同士の間
以外の隙間を塞ぐ目的で、樹脂から構成されるシール部材が取り付けられている（例えば
、特許文献２、３参照。）。また、室外熱交換器には、製品輸送時に落下してしまった場
合などに損傷を防ぐ目的で、発泡スチロールから構成される緩衝部材が取り付けられてい
るものがある。また、室外熱交換器には、複数のフィンユニットを相互に固定する目的で
樹脂から構成されるバンド部材が取り付けられているものがある（例えば、特許文献４参
照。）。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上述の目的を達成するために、本発明に係る室内熱交換器は、複数のフィンが並ぶ第１
フィンユニットと、上側端部が第１フィンユニットの上側端部に隣接し、複数のフィンが
並ぶ第２フィンユニットと、第１フィンユニットの上側端部と第２フィンユニットの上側
端部との隙間を塞ぐ第１シール部材と、第１フィンユニット及び第２フィンユニットのフ
ィンを貫通するように配置される複数の伝熱管とを有する。伝熱管は、冷凍サイクルが暖
房運転のサイクルである場合に、冷凍サイクルを還流する冷媒の入口配管が接続される入
口伝熱管と、少なくとも１つが入口伝熱管よりも第１シール部材の近くに配置され、入口
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伝熱管から流出した冷媒が順に流れていく複数の中継伝熱管と、を含む。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１６】
　１０　空気調和機、１１ａ　ガス連絡配管、１１ｂ　液体連絡配管、１２　（暖房運転
時における冷媒の）入口配管、１３　（暖房運転時における冷媒の）出口配管、１４　（
冷房運転時における冷媒の）入口配管、１５　（冷房運転時における冷媒の）出口配管、
２０　室内機、２１　室内熱交換器、２２　室内送風機、２２ａ　送風ファン、２３　室
内機筐体、２３ａ　前面パネル、２３ｂ　風路、２４，２５　吸込口、２６　吹出口、２
７　左右ベーン、２８　上下フラップ、２９Ａ、２９Ｂ　凝縮水受け部、３０　室外機、
３１　圧縮機、３２　四方切換弁、３３　室外熱交換器、３４　膨張弁、３５　室外送風
機、３５ａ　送風ファン、３５ｂ　ファンモータ、３６　室外機筐体、３７　仕切板、４
１　正面側フィンユニット（第１フィンユニット）、４２　背面側フィンユニット（第２
フィンユニット）、４３　正面側フィンユニット（第３フィンユニット）、４４　背面側
フィンユニット（第４フィンユニット）、４５　貫通孔、５０　ヘアピン部（折返し配管
部）、５１　Ｕ字配管（折返し配管部）、６０　緩衝部材、７１，７２　バンド部材（固
定部材）、１００　冷凍サイクル回路、Ｓ１　シール部材（第１シール部材）、Ｓ２　シ
ール部材（第２シール部材）、Ｓ３　シール部材（第３シール部材）、Ａ　空気流、Ｍ　
機械室、Ｆ　送風室、Ｐ１～Ｐ６　パス、Ｒ　室内、Ｔ　伝熱管、Ｔ１　入口伝熱管、Ｔ
２，Ｔ２ａ～Ｔ２ｆ，Ｔ２－１～Ｔ２－１２　中継伝熱管、Ｔ３　出口伝熱管、Ｌ１　列
ピッチ、Ｌ２　段ピッチ
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のフィンが並ぶ第１フィンユニットと、
　上側端部が前記第１フィンユニットの上側端部に隣接し、複数のフィンが並ぶ第２フィ
ンユニットと、
　前記第１フィンユニットの前記上側端部と前記第２フィンユニットの前記上側端部との
隙間を塞ぐ第１シール部材と、
　前記第１フィンユニット及び前記第２フィンユニットの前記フィンを貫通するように配
置される複数の伝熱管と、
　を有し、
　前記伝熱管は、
　冷凍サイクルが暖房運転のサイクルである場合に、前記冷凍サイクルを還流する冷媒の
入口配管が接続される入口伝熱管と、
　少なくとも１つが前記入口伝熱管よりも前記第１シール部材の近くに配置され、前記入
口伝熱管から流出した冷媒が順に流れていく複数の中継伝熱管と、
　を含む室内熱交換器。
【請求項２】
　複数のフィンが並ぶ第１フィンユニットと、
　前記第１フィンユニットの下側端部と、前記第１フィンユニットを収納する室内機筐体
と、の隙間を塞ぐ第２シール部材と、
　前記第１フィンユニットの前記フィンを貫通するように配置される複数の伝熱管と、
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　を有し、
　前記伝熱管は、
　冷凍サイクルが暖房運転のサイクルである場合に、前記冷凍サイクルを還流する冷媒の
入口配管が接続される入口伝熱管と、
　少なくとも１つが前記入口伝熱管よりも前記第２シール部材の近くに配置され、前記入
口伝熱管から流出した冷媒が順に流れていく複数の中継伝熱管と、
　を含む室内熱交換器。
【請求項３】
　上側端部が前記第１フィンユニットの上側端部に隣接する第２フィンユニットと、
　前記第２フィンユニットの前記下側端部と、前記室内機筐体と、の隙間を塞ぐ第３シー
ル部材を有し、
　前記中継伝熱管の少なくとも１つは、前記入口伝熱管よりも、前記第３シール部材の近
くに配置されている請求項２に記載の室内熱交換器。
【請求項４】
　隙間を塞ぐシール部材は、エチレンプロピレンジエンゴムから構成される請求項１から
３のいずれか一項に記載の室内熱交換器。
【請求項５】
　室内機筐体と、
　前記室内機筐体に収納された請求項１から４のいずれか一項に記載の室内熱交換器と、
　前記室内熱交換器によって熱交換された空気を送り出す室内送風機と、
　を有する室内機。
【請求項６】
　複数のフィンが並ぶ第３フィンユニットと、
　前記第３フィンユニットと、前記第３フィンユニットを収納する室外機筐体との間に配
置される緩衝部材と、
　前記第３フィンユニットの前記フィンを貫通するように配置される複数の伝熱管と、
　を有し、
　冷凍サイクルが冷房運転のサイクルである場合に、前記冷凍サイクルを還流する冷媒の
入口配管が接続される入口伝熱管と、
　少なくとも１つが前記入口伝熱管よりも前記緩衝部材の近くに配置され、前記入口伝熱
管から流出した冷媒が順に流れていく複数の中継伝熱管と、
　を含む室外熱交換器。
【請求項７】
　前記緩衝部材は、発泡スチロール材から構成される請求項６に記載の室外熱交換器。
【請求項８】
　前記入口伝熱管と前記緩衝部材との間には、２つの前記中継伝熱管が配置されている請
求項７に記載の室外熱交換器。
【請求項９】
　複数のフィンが並ぶ第３フィンユニット及び第４フィンユニットと、
　前記第３フィンユニットと前記第４フィンユニットとを固定する固定部材と、
　前記第３フィンユニットの前記フィンを貫通するように配置される複数の伝熱管と、
　を有し、
　冷凍サイクルが冷房運転のサイクルである場合に、前記冷凍サイクルを還流する冷媒の
入口配管が接続される入口伝熱管と、
　少なくとも１つが前記入口伝熱管よりも前記固定部材の近くに配置され、前記入口伝熱
管から流出した冷媒が順に流れていく複数の中継伝熱管と、
　を含む室外熱交換器。
【請求項１０】
　前記伝熱管と前記伝熱管とを接続する折返し配管部を複数有し、
　前記固定部材は、前記折返し配管部と前記折返し配管部とを結ぶバンド部材である請求



(4) JP 2015-21676 A5 2015.10.15

項９に記載の室外熱交換器。
【請求項１１】
　前記固定部材は、６，６－ナイロンから構成される請求項９又は１０に記載の室外熱交
換器。
【請求項１２】
　前記入口伝熱管と前記固定部材との間には、２つの前記中継伝熱管が配置されている請
求項１１に記載の室外熱交換器。
【請求項１３】
　室外機筐体と、
　前記室外機筐体に収納された請求項６から１２のいずれか一項に記載の室外熱交換器と
、
　前記室外熱交換器によって熱交換された空気を送り出す室外送風機と、
　を有する室外機。
【請求項１４】
　請求項５に記載の室内機と、
　請求項１３に記載の室外機と、
　前記室内機と前記室外機とを接続し、冷媒が流れる連絡配管と、
　を有する空気調和機。
【請求項１５】
　前記冷媒は、ジフルオロメタン（ＣＨ２Ｆ２）からなるＲ３２を５０％以上含む請求項
１４に記載の空気調和機。
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